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【将来展望】アジア型家畜情報システム 
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東南アジア地域における家畜生産・獣疫情報ハブを構築する。 

背 景 

●東南アジア地域の経済発展と人口増加 
●アジアハイウェイ構想など物流インフラの整備 
●口蹄疫，鳥インフルエンザ等の家畜伝染病汚染国が多い。 

今 後 発 生 す る と 予 測 さ れ る 課 題 

●畜産製品の輸出国から生産・消費国への転換 
●アジア域内での家畜・畜産製品の移動が増加 
●アジア域内での国際獣疫体制，伝染病の水際対策強化 

世界の人口予測→アジア（赤）の人
口は世界の半数以上を占めるよう
になる 

アジアハイウェイ構想路線図→アジ
ア地域の物流活性化は獣疫管理上
のリスクを増大させる。 

アジア地域で猛威を振るう口蹄疫
ウィルス→口蹄疫はひとたび発生す
ると地域の畜産業を壊滅させる。 

●東南アジア地域の現状に合わせた（EU，北米向けの輸
出を目的とした豪州制度の適用はアジアにおいては現実的
ではない）国際的なトレーサビリティー体制の構築が必要で
ある。またハラール認証などアジア地域のニーズを取り込ん
だシステム構築が必要である。 
●情報モラルが発達していない地域における信頼性の高い
情報収集システムが必要→自動化による恣意の排除 
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PINZA CLOUD プロジェクト とは 

Analysis  

P 
IN 
Z 
A 

Perfect 

Information  management system for 

Zoological  

PINZA 【ピンザ】 宮古島方言で山羊の意味，
沖縄本島ではヒージャーなど 

畜産学に基づく解析を実現
する情報管理システム 



Pinza Cloud システムとは 
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生産獣医療支援システム Pinza Vet 

携帯端末 獣医師 

電子カルテの呼出・入力 
・血統 ・生年月日 
・栄養摂取量 ・搾乳量  
・体重 ・その他 

研究・開発支援システム：Pinza Research 

行政・研究機関 

保健所 
（乳量・乳成分・投薬情報など） 

家畜保健所 
（電子カルテ・育種情報など） 
家畜改良協会 
（育種情報など） と畜場支援 

Pinza Meet 

音声 
入出力 
ソフト 

食肉検査記録 

流通・消費者 
Pinza Market 

消費者 流通 

工場生産支援システム：Pinza Plant 

加工データ 

殺菌消毒 加工 ビン詰め 

乳製品加工ライン 

日報 
乳量 
栄養情報 

入出力端末 

人工衛星 

飼料作物 
生産補助 

草地生産支援システム 
Pinza FarmGL 

専用 
端末 

土壌水分計 

トラクター 

センサーノード群 

RFID-個体識別 

乳量メーター 

自動給餌装置 

専用 
端末 

農業生産支援システム Pinza Farm 

ノード通信プロトコルの 
共通規格化 

音声入出力 
ソフト 

農作業員 

乳成分メーター 

体重計 

PINZA 
DB 



体重計測１ 
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山羊の体重を自動的に計測、記録するシステム 

RFIDタグ 
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１日当たりの最大泌乳量ymaxの誤差は小さいが，乳量が最大となる分
娩後週数tmaxは誤差が大きくなった． 
 

Wood式による予測（ヌビアン種） 

実測値 予測値 誤差 

tmax(week) 6.43 4.94 -1.48 

tmax(day) 45 35 -10 

ymax(kg) 2.85 2.78 -0.07 

s ー 4.27 ー 

TM240(kg) ー 561.83 ー 

残差平方和 0.0996 

図：山羊における分娩後日数と搾乳量の推移 

表：泌乳特性 

乳量予測システム 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
左のグラフは先程と同じグラフ，右の表は泌乳特性の表で、実測値とプログラムによって得られた予測値とを比較した表です．ヌビアン種の場合、１日当たりの最大泌乳量に関しては誤差が0.07kgと精度の高い予測を行うことができました．しかし，乳量が最大となる分娩後日数に関しては10日ほどのズレが認められます．



【将来展望】アジア畜産情報ハブの構築 
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アジア地域の家畜生産情報を沖縄に集結し，アジア畜産情報ハブを形成する 

中国 

タイ，ベトナム 

フィリピン 

マレーシア・インドネシア 

アジア畜産情報拠点 
 

沖縄県クラウド拠点形成事業な
どと連携しアジア地域における
家畜生産管理情報のハブを形
成する。 

食料需要が急激に増
加する東南アジア地域
における家畜生産管理
情報，国際獣疫情報の
集積を行い。ビックデー
タコンピューティングに
よる新たな産業創出を
目指す。 

沖縄の地の利（メリット） 

➢沖縄GIXの活用（トラ
フィックがアメリカ経由に
ならない） 
➢県クラウド基盤（イン
フラ）の活用 
➢本邦唯一の亜熱帯地
域である立地条件 
 

台湾 
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